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海外市場調査等事業（インド太平洋・中南米地域サプライチェーン参画支援事業） 

に係る間接補助事業者への採択に関するお知らせ 

 

当社は、下記のとおり、ボストン・コンサルティング・グループ合同会社が取扱う、経済産業省令和４

年度補正「海外市場調査等事業費補助金（インド太平洋・中南米地域サプライチェーン参画支援事業費）」

に係る補助対象事業者（間接補助事業者）に採択され、「インドにおけるサプライチェーンデータベース

の活用及び組織化」事業（以下、本事業）を進めることとなりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 事業の概要 

インド太平洋・中南米地域サプライチェーン参画支援事業は、インド太平洋・中南米地域における

サプライチェーン強靱化を実現するサプライチェーン可視化、ロジスティクスの高度化、貿易手続き

円滑化、生産拠点の多元化及びサプライチェーンに係るデータ連係・共有基盤の構築に向けた実証、

事業実施可能性調査又は人材育成等に対して、実施に要する経費の一部補助を受けた民間事業者等が、

地域のサプライチェーン強靱化に向けた取組を促進することを目的としています。 

本事業の実施期間は 2023 年６月から 2024 年２月までを予定しており、補助金の受領は 2024 年 12

月期を予定しております。なお、2024 年 12 月期に受領する補助金の金額は最大 24,793 千円の予定で

すが、最終的な補助金の金額及び計上時期についてはボストン・コンサルティング・グループ合同会

社からの確定通知書により確定いたします。 

 

２． 事業の背景・目的 

当社は 2022 年１月 28 日に中期経営方針「ACSL Accelerate 2022」を公表し、経済安全保障の強化

や航空法改正に伴う有人地帯上空における目視外飛行（レベル４）の緩和や免許制度などの整備が進

む中で、「持続可能なグローバル・メーカーへ」変遷することを目指し、事業を推進しております。 

中期経営方針の事業戦略の一つとしてインド市場の本格的な立上げを掲げ、2021 年９月に合弁会

社である ACSL India を設立いたしました。現在、インド南部のタミル・ナードゥ州コインバートル

（Coimbatore）においてドローンの製造工場を設置し、現地における製造・販売・保守メンテナンス



 

体制を構築しております。 

本事業の採択では、日本及びインドでの共同調達等を含めた、長期的なサプライチェーンの最適化

を目指します。また、ドローンにおける業界標準のサプライチェーンの構築により、多くのステーク

ホルダーを取り込むことで、サプライチェーンにおけるリスクが顕在化した場合の発注先の変更や発

注先の分散化の実現を目指してまいります。 

 

３． 今後の見通し 

当社の 2023 年 12 月期の連結業績予想については、国内の売上高においては前連結会計年度と同

等以上の売上高を見込むものの、海外における売上高については現時点で適正かつ合理的な数値の算

出が困難であると判断し、連結業績予想の開示を見合わせております。上記、本事業の採択による業

績への影響につきましては、現在、その他の要因も含め精査中であり、業績予想の開示が可能となっ

た時点で速やかに開示いたします。 

なお、前述のとおり本事業の補助金の受領は 2024 年 12 月期を予定しており、2024 年２月に発表

予定の 2023 年 12 月期決算短信における 2024 年 12 月期通期業績予想に織込む予定です。 

 

以 上 

 

 


